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よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。
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今月の表紙

よい経営環境をつくろう
　
同友会は、他の中小企業団体とも提
携して、中小企業をとりまく社会・経
済・政治的な環境を改善し、中小企業
の経営を守り安定させ、日本経済の
自主的・平和的な繁栄をめざします。

よい経営者になろう
　
同友会は、中小企業家が自主的努
力によって、相互に資質を高め、
知識を吸収しこれからの経営者に
要求される総合的な能力を身につ
けることをめざします。

よい会社をつくろう
　
同友会は、ひろく会員の経験と知
識を交流して企業の自主的近代化
と強じんな経営体質をつくること
をめざします。

同
友
会

3つ
の
目
的

当店では、スペイン製の石窯を使って
パンを焼いています。石が出す遠赤外
線の力により、パンの芯から素早く熱
が入り、外皮に向かって熱が広がりま
す。そのため、外がパリッと、内はしっ
とりもっちりした美味しいパンが焼き
上がります。

表紙の写真を公募いたします。 テーマは「私の逸品」です。
詳細は、福岡県中小企業家同友会   広報情報室 「月刊同友」編
集部まで
締め切り…平成24年9月号は平成24年8月1日必着
投稿方法…電子メール、郵送いずれも可
　　　　　表題に「みんなの広場」とご記載ください。
郵 送 先…福岡県中小企業家同友会 広報情報室 「月刊同友」編集部

〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町9番15号
もしくは a_satou@fukuoka.doyu.jp まで

 ※応募が多数の場合は編集委員会で選考いたします。なお、投稿
　いただいた作品は返却いたしませんので、ご了承ください。
※表紙に目次が入るため、写真に文字が入ります。ご了承ください。

「私の逸品」　スペイン製の石窯
（有）パン・ド・ミー　代表取締役  金森 信吾 氏

撮影：濱田 満広

「あなたの写真で表紙を飾りませんか！」

Information

Information

（財）福岡県中小企業振興センター　設備支援グループ
福岡市博多区吉塚本町9－15　中小企業振興センタービル6F 福岡県中小企業振興センター 検索

TEL 092-622-6322　FAX 092-624-3300

委員会登録お願いします！！
　
福岡同友会では2011年度より委員会の登録

を行っています。経営課題ごとに深く専門性

を追求することや時代の流れの中で必要性

が出てくること等について学びを深めるの

が「委員会活動」です。

積極的に参加して経営に活かしてください。

6月末までに皆様の
お手元に送付致しま
した会員データ更新
表にパンフレットを
同封しております。
ご覧いただき、登録の
FAXをお願いします。
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福
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
は
、

1
9
6
3
年
3
月
25
日
に
県
下
の
中

小
企
業
家
79
名
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、

2
0
1
3
年
に
は
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

同
友
会
運
動
の
歴
史
は「
日
本
経
済
の

真
の
担
い
手
は
中
小
企
業
で
あ
る
」と

の
自
負
と
誇
り
を
胸
に
自
助
努
力
の
旗

を
掲
げ
、自
立
型
企
業
を
目
指
し
て
経

営
環
境
改
善
や
経
営
諸
課
題
に
取
り
組

み
生
き
抜
い
て
き
た
中
小
企
業
家
の
足

跡
で
も
あ
り
ま
す
。

　

先
輩
中
小
企
業
家
が
、同
友
会
運
動

の
中
で
幾
星
霜
を
経
て「
三
つ
の
目
的
」

を
掲
げ「
自
主
・
民
主
・
連
帯
」の
精
神
に

立
ち「
国
民
や
地
域
と
共
に
歩
む
」と
い

う
理
念
を
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
益
々
厳

し
く
な
る
経
営
環
境
の
中
で
、私
達
は
、

こ
の
理
念
を
継
承
し
個
々
の
会
員
企
業

の
存
続
発
展
と
雇
用
の
維
持
拡
大
に
よ

り
地
域
の
活
性
化
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
時
代
を
創
る
同

友
会
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

従
い
ま
し
て
創
立
50
周
年
記
念
事
業

の
コ
ン
セ
プ
ト
を「
福
岡
同
友
会
の
過

去
・
現
在
・
未
来
」〜
会
員
企
業
の
存
続

発
展
で
生
き
る
・
働
く
・
暮
ら
す
・
人
間
ら

し
く
生
き
る
を
ま
っ
と
う
で
き
る
社
会

へ
〜
と
致
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
沿
っ
て
次
の
よ
う
な
記
念
事
業
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

●
過
去
…
30
周
年
・
40
周
年
の
記
念
事
業

の
中
で
、さ
く
ら
公
園
は
継
続
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
鑑
み
、福
岡
市
西

区
今
津
運
動
公
園
の
中
の
さ
く
ら
公

園
の
現
状
を
視
察
し
ま
し
た
。
海
に

近
い
た
め
育
っ
て
い
る
状
況
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、都
心
か
ら
あ

ま
り
に
も
遠
い
の
で
継
続
を
断
念
致

し
ま
し
た
。「
50
周
年
記
念
誌
」を
編

纂
し
50
年
間
の
運
動
の
歴
史
を
し
っ

か
り
振
り
返
り
到
達
点
を
明
ら
か
に

し
ま
す
。

●
現
在
…
3
・
11
か
ら
日
本
を
復
興
さ
せ

る
た
め
復
興
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ

ン
グ「
S
M
I
L
E 

A
G
A
I
N
」の

普
及
C
D
配
布
活
動
に
記
念
事
業
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

支
援
に
よ
り
5
3
7
万
1
6
1
2
円

（
平
成
24
年
5
月
31
日
現
在
）の
義
援

金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
7
月
13
日

岐
阜
の
全
国
総
会
に
て
、岩
手
、宮
城
、

福
島
同
友
会
に
贈
呈
致
し
ま
す
。

●
未
来
…
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
・
大

企
業
の
海
外
移
転
の
中
で
、地
域
は

益
々
疲
弊
し
経
営
は
益
々
厳
し
い
状

況
に
陥
っ
て
行
き
ま
す
。
私
達
自
身

が
苦
況
を
打
開
し
時
代
を
創
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
映
画「
ふ
る
さ
と
が
え
り
」と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
中
小

企
業
憲
章
の
内
容
実
現
と
基
本
条
例

制
定
の
き
っ
か
け
と
し
ま
す
。
地
域

づ
く
り
・
仕
事
づ
く
り
活
動
を
展
開
し

て
行
き
ま
す
。

福
岡
同
友
会
創
立
50
周
年
に
あ
た
っ
て

「
福
岡
同
友
会
の
過
去・現
在・未
来
」

会
員
企
業
の
存
続
発
展
で
生
き
る・働
く・暮
ら
す・人
間
ら
し
く
生
き
る
を

まっ
と
う
で
き
る
社
会
へ

福
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
は
2
0
1
3
年
3
月
に
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

50
周
年
を
大
き
な
節
目
と
し
て
、
50
年
間
の
運
動
の
歴
史
を
振
り
返
り
、こ
れ
か
ら
の
運
動
の
方
向
と
、さ
ら
な
る
強
じ
ん
な
組
織
作
り
、

福
岡
同
友
会
こ
こ
に
あ
り
と
県
民
に
広
く
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
50
周
年
記
念
行
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

福岡同友会創立50周年にあたって

創
立
50
周
年
記
念
事
業

代
表
理
事
／
創
立
50
周
年
総
括
本
部
長
　
中
村  

高
明
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②
第
43
回
中
小
企
業
問
題
全
国
研
究
集

会
を
誘
致
し
、翌
年
2
月
14
日
〜
15

日
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
に
て

開
催
し
ま
す
。
全
国
同
友
会
会
員
と

共
に
学
び
将
来
の
経
営
戦
略
を
見
出

し
ま
す
。

③
第
51
回
定
期
総
会
と
創
立
50
周
年
記

念
式
典
を
翌
年
4
月
25
日
ホ
テ
ル
日

航
福
岡
に
て
開
催
し
ま
す
。福
岡
同
友

会
創
始
者
鳥
越
俊
雄
氏
の
御
子
息
で

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
の
鳥
越
俊
太

郎
氏
の
記
念
講
演
と
記
念
行
事
に
よ

り
、会
員
の
明
日
へ
の
活
力
を
引
き
出

し
、地
域
へ
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

行
政
担
当
者
、学
校
関
係
者
や
学
生
な

ど
、幅
広
く
多
く
の
人
た
ち
に
憲
章
の

認
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、憲
章
の
精
神
を
各
地
で
実
施

す
る
た
め
に
、中
同
協
は「
全
国
の
全
自

治
体
に
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制

定
を
！
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
福
岡

同
友
会
で
は
、福
岡
県
と
主
要
6
市（
福

岡
・
北
九
州
・
飯
塚
・
直
方
・
久
留
米
・
大
牟

田
）に
対
し
、条
例
制
定
に
向
け
た
動
き

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
に
対
し
て
は
、1
9
9
9
年

か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る「
政
策
提
言
」の

中
で
重
要
事
項
と
し
て
提
起
し
ま
し
た
。

今
後
毎
年
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

　

福
岡
市
お
よ
び
北
九
州
市
に
対
し
て

は
、各
地
区
会
に
お
い
て
昨
年
よ
り
初

め
て「
政
策
要
望
」を
提
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
新
し
い
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。

条
例
制
定
を「
政
策
要
望
」の
柱
に
据
え

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

筑
豊
地
区
の
直
方
市
に
お
い
て
は
、

以
前
よ
り
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、「
直

鞍
産
業
振
興
世
界
戦
略
会
議
」が
設
置

さ
れ
、そ
の
中
で
条
例
の
重
要
性
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、条
例
の
内
容

の
検
討
に
入
り
条
例
案
を
策
定
し
ま
し

た
。い
よ
い
よ
本
年
度
、直
方
市
中
小
企

業
振
興
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
す
。

　

筑
豊
地
区
の
飯
塚
市
に
お
い
て
は
、

憲
章
制
定
を
活
か
し
、筑
豊
地
区
会
か

ら
飯
塚
市
に
働
き
か
け
、大
掛
か
り
な

④
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、中

小
企
業
が
元
気
で
雇
用
の
維
持
、拡

大
を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
き

抜
く
中
小
企
業
家
づ
く
り
、強
靱
な

企
業
づ
く
り
の
仲
間
を
増
や
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

創
立
50
周
年
記
念
事
業
を
会
員
全
員

で
盛
り
上
げ
、一
人
で
悩
み
孤
立
す
る
経

営
者
を
記
念
事
業
に
誘
い
励
ま
し
あ
い

共
に
生
き
る
仲
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

今
期
末
の
会
員
数
目
標
2
3
0
0
名
を
、

「
一
人
が
一
人
の
新
会
員
を
紹
介
、全
国

研
究
集
会
迄
に
達
成
」を
合
言
葉
に
福
岡

同
友
会
を
強
く
大
き
く
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト「
中
小
企
業
憲
章
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」が
7
月
25
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

『
地
域
を
支
え
る
主
役
、そ
れ
は
中
小
企

業
』〜
広
め
よ
う
！
生
か
そ
う
！
私
た

ち
の「
中
小
企
業
憲
章
」〜
と
題
し
た
、

経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
企
画
課
長
に

よ
る
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。
福
岡
同
友
会
筑
豊
地
区
会
と

中
小
企
業
団
体
中
央
会
筑
豊
支
所
の
主

催
で
す
が
、飯
塚
市
、嘉
麻
市
、桂
川
町

の
2
市
1
町
と
こ
の
地
域
の
中
小
企
業

団
体
や
金
融
機
関
と
の
共
催
で
も
あ
り
、

地
元
の
大
学
の
協
力
も
と
り
つ
け
た
地

域
ぐ
る
み
の
壮
大
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

こ
の
憲
章
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
と
お
し
て
、

憲
章
の
精
神
が
反
映
さ
れ
る
地
域
の
条

例
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
年
度
は
、福
岡
同
友

会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
前
に
、憲

章
の
広
が
り
と
条
例
制
定
が
具
体
的
に

前
進
す
る
年
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
13
年
2
月
14
〜
15
日
に

福
岡
で
開
催
さ
れ
る
第
43
回
中
小
企
業

問
題
全
国
研
究
集
会
は
、「
今
こ
そ
、社

会
の
主
役
で
あ
る
中
小
企
業
が
日
本
を

変
え
る
！
」〜
中
小
企
業
憲
章
の
精
神

を
企
業
と
地
域
の
す
み
ず
み
ま
で
〜
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
掲
げ
、創
立
50
周
年
の

記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
全
会
員
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
福
岡
同
友

会
の
会
勢
転
換
を
図
り
2
3
0
0
名
の

会
員
数
を
達
成
し
、勢
い
よ
く
全
国
研

究
集
会
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

中
小
企
業
憲
章
が
閣
議
決
定
に
よ
り

制
定
さ
れ
て
6
月
で
2
年
に
な
り
ま
す
。

中
同
協
は
憲
章
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
6

月
を「
中
小
企
業
憲
章
推
進
月
間
」と
位

置
づ
け
、6
月
4
日
に
キ
ッ
ク
オ
フ
集

会
を
開
催
し
、こ
の
月
間
の
ス
タ
ー
ト

を
宣
言
し
ま
し
た
。
全
国
の
各
同
友
会

に
お
い
て
、憲
章
推
進
の
た
め
の
学
習

会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、様
々
な
企
画
が

練
ら
れ
て
お
り
、全
国
一
斉
に
こ
の
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
福
岡
同
友

会
で
の
取
り
組
み
は
、「
憲
章
ア
ン
ケ
ー

ト
」と「
映
画
ふ
る
さ
と
が
え
り
上
映
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」で
す
。こ

の
内
容
は
、月
刊
同
友
6
月
号
で
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
割
愛
い

た
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

と
お
し
て
、中
小
企
業
家
の
み
な
ら
ず

中
小
企
業
憲
章
推
進
の
取
り
組
み

代
表
理
事
／
中
小
企
業
憲
章
推
進
本
部
長
　
中
山
　
英
敬
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福
岡
県
中
小
企
業
家
同
友
会
創
立
50

周
年
に
当
た
っ
て
、会
員
増
強
を
ど
う
進

め
た
ら
良
い
の
か
、戦
略
本
部
と
し
て
の

方
針
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
そ
の
前
に
、平
成
13
年
2
月
14

〜
15
日
に
福
岡
で
開
催
さ
れ
ま
す
、第

43
回
中
小
企
業
問
題
全
国
研
究
集
会
に

2
3
0
0
名
の
会
勢
を
達
成
し
て
、全
国

か
ら
同
友
の
仲
間
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が

6
月
理
事
会
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。こ
の

2
3
0
0
名
と
い
う
目
標
は
各
支
部
で
建

て
た
、自
主
目
標
の
合
計
に
、糸
島
新
支

部
設
立
に
向
け
た
26
名
＋
α
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
各
支
部
の
自
主

目
標
達
成
如
何
に
、全
体
目
標
の
成
功
不

成
功
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
会
員
数
は
1
9
9
2
年
の

2
9
2
0
名
の
会
勢
を
ピ
ー
ク
に
24
年
間

減
り
続
け
、6
月
末
現
在
で
1
9
8
0
名

の
会
勢
と
成
っ
て
い
ま
す
。

　

会
勢
は
、福
岡
同
友
会
の
全
活
動
の
良

否
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
ま
す
が
、現

状
の
会
勢
に
対
し
て
皆
さ
ん
同
様
、私
も

大
変
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
会
員
増
強
戦
略
本
部
で
は
、以

下
の
通
り
今
期
の
3
大
重
要
方
針
を
掲
げ

ま
し
た
。

1
、全
会
員
へ
、増
強
の
意
義
と
目
的
の

浸
透
を
図
る
こ
と

2
、会
員
満
足
度
を
徹
底
追
及
し
、退
会

者
を
半
減
す
る
こ
と

3
、組
織
的
増
強
の
実
施

　

さ
て
少
し
説
明
い
た
し
ま
す
と
、1
つ

目
は
、何
故
会
員
増
強
が
必
要
な
の
か
、

と
の
疑
問
を
持
つ
会
員
さ
ん
に「
会
員
増

強
の
意
義
と
目
的
」を
し
っ
か
り
理
解
し

て
戴
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
為
に
は
、

地
区
や
支
部
で
は
、増
強
を
テ
ー
マ
と
し

た
討
議
の
場
を
設
け「
同
友
会
発
展
の
為

に
」と「
増
強
の
手
引
き
」や「
増
え
る
組

織・
減
ら
な
い
組
織
」の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
活
用
と
、前
掲
の
冊
子
普
及
を
実
施

し
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
2
つ
目
は
、退
会
者
を
減
ら
す
こ
と
で

す
。
福
岡
同
友
会
で
は
年
間
2
7
0
名
前

後
の
新
し
い
会
員
さ
ん
を
迎
え
な
が
ら
も

3
0
0
名
程
の
退
会
者
が
お
り
、経
営
の

悪
化
、会
に
馴
染
め
な
い
、自
社
の
経
営
課

題
に
合
っ
て
い
な
い
、等
の
理
由
で
退
会
に

至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
退
会
者
を
減
ら
す

に
は
、入
会
後
、必
ず
新
入
会
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
受
講
し
て
戴
く
こ
と
。
自
社
の

経
営
課
題
に
マ
ッ
チ
し
た
委
員
会
に
登
録

し
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
。
ま
た
会
に
早

く
馴
染
ん
で
戴
く
為
の
対
策
と
し
て
、支

部
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
担
当
者
を
つ
く
る
。

例
会
な
ど
で
受
付
担
当
を
し
て
、早
く
会
員

に
顔
を
覚
え
て
貰
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
で
会

社
を
訪
問
し
、自
社
の
経
営
体
験
や
悩
み
等

の
報
告
を
し
て
戴
く
、等
な
ど
各
種
の
仕
組

み
が
必
要
で
す
。
ま
た
地
区
や
県
の
活
動

に
参
加
し
た
こ
と
が
無
く
、同
友
会
の
魅
力

を
十
分
に
理
解
し
な
い
ま
ま
退
会
さ
れ
る

方
に
は
、非
常
に
勿
体
な
く
大
変
残
念
に
思

い
ま
す
。こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、支
部
長

及
び
支
部
役
員・各
委
員
長
か
ら
の
告
知
と

リ
ー
ド
が
特
に
重
要
で
す
。会
員
さ
ん
に
、

定
期
的
に
各
事
業
の
説
明
を
キ
ッ
チ
リ
行
っ

て
、積
極
的
に
参
加
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
増
強
本
部
に
於
い
て
は
、現

在
会
員
満
足
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
会
員
さ
ん
の
満
足・
不

満
足
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
、的
確
な
対

策
を
取
っ
て
い
く
事
が
必
要
で
す
。ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
分
析
の
結
果
は
、全
組
織

で
共
有
し
ま
す
の
で
、各
自
が
担
当
す
る

場
面
に
於
い
て
は
、適
切
な
対
応
を
し
て

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
3
つ
目
は
組
織
増
強
を
実
施
す
る
、で

あ
り
ま
す
が
、現
在
の
増
強
は
、会
員
の

知
己
者
を
対
象
に
、入
会
を
勧
め
る
や
り

方
が
殆
ど
で
す
。
今
後
は
併
せ
て
、他
団

体
や
行
政
等
と
も
連
携
し
た
、組
織
的
増

強
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
こ
で

同
友
会
の
認
知
度
を
上
げ
る
為
に
も
、メ

デ
ィ
ア
の
活
用
な
ど
、広
報
戦
略
を
強
力

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
県
で
は
、既
に
活
動
中
の
す
ば
る

特
別
委
員
会
や
、志
賀
島
セ
ミ
ナ
ー
卒
業

生
で
組
織
す
る
、フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
会

を
新
設
し
て
、ベ
テ
ラ
ン
会
員
の
ご
協
力

を
得
て
、増
強
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
1
3
4
ヶ
月
間
、毎
月
連
続

入
会
が
続
い
て
い
る
支
部
や
、会
員
間
の

人
間
関
係
が
と
て
も
密
で
退
会
者
が
少

な
い
支
部
が
あ
り
ま
す
。経
営
指
針
推
進

委
員
会
が
主
催
す
る「
あ
す
な
ろ
ゲ
ス
ト

オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」で
の
実
績
な
ど
、

会
員
増
強
に
繋
が
る
ヒ
ン
ト
が
、会
内
で

も
多
く
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。ど
う
か
各

種
の
成
功
事
例
か
ら
学
び
、会
員
増
強
に

繋
げ
て
戴
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
会
員
増
強
は
、同
友
会

3
つ
の
目
的
の
総
合
実
践
に
尽
き
る
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。同
友
会
で
学
び
自
社
経

営
を
発
展
さ
せ
、同
友
会
理
念
体
現
者
が

増
え
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
が
、会
員
増
強

の
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

会
員
増
強
活
動
を
楽
し
く
、激
し
く
、

そ
し
て
本
音
で
語
り
合
い
、「
一
人
が
一

人
の
新
会
員
を
紹
介・
全
国
研
究
集
会
ま

で
に
2
3
0
0
名
の
会
員
達
成
」を
合
言

葉
に
全
会
員
一
丸
と
な
っ
て
、行
動
し
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

福岡同友会創立50周年にあたって

創
立
50
周
年
記
念
増
強
に
つ
い
て

代
表
理
事
／
会
員
増
強
戦
略
本
部
長
　
田
浦
　
通
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会
社
設
立

　
「
昭
和
40
年
、私
の
祖
父
が
法
人
と
し

て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
」と
語
り
始

め
た
の
は
竹
下
産
業
㈱
代
表
取
締
役
の

竹
下
政
敏
さ
ん
で
す
。「
そ
れ
ま
で
勤
め

て
い
た
農
業
用
器
具
製
造
会
社
の
副
社

長
を
辞
め
、有
明
海
の
海
苔
養
殖
生
産

が
増
え
そ
う
だ
と
読
ん
で
初
代
が
新
規

分
野
に
飛
び
込
ん
だ
の
で
す
」と
竹
下

さ
ん
。

　
「
海
苔
と
い
う
と
、い
わ
ゆ
る
3
山（
山

形
屋
・
山
本
屋
・
山
本
山
）が
有
名
ブ
ラ
ン

ド
で
す
ね
。
そ
れ
ら
は
生
産
者
が
乾
海

苔
に
加
工
し
、共
販
に
か
け
ら
れ
問
屋

に
卸
し
て
か
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
実

際
に
海
で
原
藻
を
採
り
、陸（
お
か
）で

乾
燥
さ
せ
る
の
は
一
次
生
産
者
で
あ
る

漁
業
者
で
す
。
社
で
は
海
苔
を
乾
燥
さ

せ
る
大
型
全
自
動
乾
海
苔
製
造
機『
ト

取
材
　
月
刊
同
友
編
集
部

文
章
　
菅
原
　
弘

写
真
　
舩
木
　
治

21
世
紀
型  

自
立
型
企
業
づ
く
り

経
営
指
針
書
運
用
で
はっ
き
り
し
た
課
題

海
苔
と
い
う
身
近
な
食
品
で
す
が
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
業
界
で
3
代
目
社
長
に
就
任
。

自
分
よ
り
も
社
歴
が
長
く
年
上
の
社
員
も
存
在
す
る
中
、

も
と
も
と
あ
っ
た
経
営
指
針
書
の
運
用
を
図
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

社
長
は
あ
せ
ら
ず
色
を
出
し
て
い
く

創業　1965年11月
住所　柳川市本町68-4
電話　0944-73-7111
社員　70名
http://takeshita-ind.co.jp/

竹下産業株式会社
代表取締役

竹
た け し た

下  政
ま さ と し

敏 氏 有明支部
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ラ
イ
ス
タ
ー
』の
製
造
・
販
売
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

海
苔
生
産
の
特
徴

　

海
苔
の
産
地
は
全
国
に
散
在
し
ま
す

が
、昨
今
は
コ
ン
ビ
ニ
の
お
に
ぎ
り
で

『
有
明
産
の
ノ
リ
』と
P
R
し
た
の
が
当

た
り
、有
明
海
が
全
国
№
1
の
収
穫
高

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
有
明
海
で
は
、

漁
期
は
11
月
か
ら
3
月
で
す
。
9
月
に

海
面
に
支
柱
を
立
て
10
月
か
ら
育
苗
に

入
り
、11
月
下
旬
に
摘
採
が
始
ま
り
ま

す
。「
雨
に
よ
り
山
の
栄
養
分
が
海
に
運

ば
れ
ま
す
が
、逆
に
雨
量
が
多
い
と
塩

分
濃
度
が
低
下
し
、海
水
温
が
上
が
っ

て
う
ま
く
育
た
な
い
ん
で
す
」と
竹
下

さ
ん
は
そ
の
難
し
さ
を
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。
摘
採
の
時
刻
も
潮
の
干
満
に

左
右
さ
れ
ま
す
か
ら
、毎
日
1
時
間
ず

つ
ず
れ
て
い
き
ま
す
。「
ウ
チ
と
し
て
は

漁
期
中
24
時
間
体
制
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
当
た
り
ま
す
。
技
術
部
・
製
造
部
・
営

業
部
・
総
務
部
が
あ
り
ま
す
が
、部
門
に

か
か
わ
ら
ず
社
員
全
員
が
メ
ン
テ
に
全

国
を
回
り
ま
す
。
ま
さ
に
待
っ
た
な
し

で
対
応
し
て
い
ま
す
」。

　

漁
期
が
終
了
し
た
4
月
以
降
は
機
械

の
製
造
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。「
生
産
時

期
で
い
う
と『
お
米
』と
逆
で
す
ね
。
昔

は
農
家
の
方
が
出
稼
ぎ
に
来
て
い
た
よ

う
で
す
。
今
で
も
海
苔
の
検
査
員
は
長

野
県
出
身
の
人
が
多
い
ん
で
す
よ
」。

　

海
苔
加
工
は
、原
藻
の
洗
浄
や
異
物

除
去
な
ど
の
前
工
程
・
全
自
動
乾
海
苔
製

造
器
に
よ
る
抄
き
、脱
水
、乾
燥
、剥
ぎ

の
工
程
・
選
別
や
箱
詰
め
な
ど
の
後
工
程

が
あ
り
ま
す
。
機
械
化
さ
れ
る
以
前
は

手
漉
き
、天
日
干
し
で
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、現
在
で
は『
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
』に

よ
り
1
時
間
に
1
万
枚
以
上
の
乾
海
苔

生
産
が
で
き
る
の
で
、大
幅
な
時
間
短

縮
・
コ
ス
ト
削
減
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。「
海
苔
は
角
が
欠
け
た
り
、破
れ

が
あ
っ
た
り
す
る
と
商
品
に
な
り
ま
せ

ん
。
味
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、色
つ
や
な

ど
の
仕
上
が
り
も
重
要
で
す
。
そ
こ
が

腕
の
見
せ
所
で
す
ね
。
漁
業
者
の
納
得

の
い
く
商
品
づ
く
り
、消
費
者
が
喜
ぶ

パ
リ
ッ
と
し
た
食
感
を
出
す
の
が
た
い

へ
ん
で
す
。
繊
細
な
海
苔
に
対
応
す
る
、

繊
細
な
神
経
が
必
要
で
す
」。
独
自
の
工

夫
を
積
み
か
さ
ね
、
現
在『
ト
ラ
イ
ス

タ
ー
』は
全
国
で
1
0
0
0
台
以
上
稼

働
し
て
お
り
シ
ェ
ア
は
ト
ッ
プ
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
「
同
業
他
社
さ
ん
と
比
べ
て
一
長
一
短

あ
る
で
し
ょ
う
が
、乾
燥
機
で
生
産
す
る

乾
海
苔
の
生
産
性
や
品
質
、メ
ン
テ
ナ
ン

ス
体
制
な
ど
ち
ょ
っ
と
ず
つ
の
差
で
ウ

チ
が
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
竹
下
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

海
苔
業
界
に
つい
て

　

海
苔
の
生
産
高
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

ピ
ー
ク
に
は
生
産
高
1
0
0
億
枚
を
超

す
生
産
量
が
あ
り
ま
し
た
が
、今
漁
期

は
80
億
枚
を
下
回
り
ま
し
た
。
生
産
過

剰
で
買
い
た
た
か
れ
て
い
た
時
代
は
過

ぎ
て
、こ
こ
数
年
海
苔
の
単
価
は
上
が
っ

て
い
る
と
言
い
ま
す
。
最
近
で
は「
お
隣

の
韓
国
・
中
国
で
も
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
が
、韓
国
で
は
日
本
以
上
に
海
苔
が

食
べ
ら
れ
ま
す
し
、中
国
は
国
土
の
割

に
海
苔
の
採
れ
る
海
岸
線
が
短
い
の
で
、

海
苔
の
日
本
へ
の
輸
入
は
そ
れ
ほ
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
以
前
は
両
国
へ
の
機
械
の

輸
出
は
あ
り
ま
し
た
が
、今
は
ウ
チ
の

機
械
を
参
考
に
し
て
自
国
で
製
造
し
て

い
る
よ
う
で
す（
笑
）」。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
最
近
で
は「
ウ
チ
の
よ
う
な
機

械
が
で
き
た
の
で
安
く
大
量
に
海
苔
が

生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
、

こ
の
時
代
に
天
日
干
し
で
や
れ
ば
店
頭

で
は
1
枚
1
0
0
0
円
に
な
る
で
し
ょ

う
。
以
前
よ
り
は
高
く
な
っ
た
と
は
い

え
、海
苔
の
生
産
者
価
格
は
安
い
も
の

で
す
、も
う
少
し
は
評
価
さ
れ
て（
高
く

な
っ
て
も
）い
い
と
思
い
ま
す
。
試
食
販

売
な
ど
を
通
じ
て
海
苔
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
、価
値
を
再
認
識
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
海
苔

21世紀型  自立型企業づくり



組立工場内の様子

TEDW20型全自動乾海苔製造装置。
抄き、脱水、乾燥、剥ぎの工程を行う。
1時間に1万枚以上の乾海苔を生産する。

DOYU    08

業
界
は
成
熟
期
を
迎
え
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。次
世
代
の
主
力
商
品

の
開
発
も
ウ
チ
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
」。

3
代
目
社
長
に
就
任

　

竹
下
さ
ん
は
自
動
車
会
社
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
平
成
8
年
9
月
後
継
者
と

し
て
当
社
に
入
社
、平
成
22
年
7
月
3

代
目
の
社
長
に
就
任
し
ま
す
。
自
分
よ

り
社
歴
が
長
く
年
上
の
社
員
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
竹
下
さ
ん
は
社

長
に
な
っ
て
や
り
た
い
こ
と
は
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、急
ぐ
こ
と
な
く
推
し
進

め
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。「
社
長
に

な
っ
て
、急
に
変
え
て
い
っ
て
は
現
場

が
戸
惑
い
ま
す
。
一
歩
ず
つ
で
す
ね
」。

ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
、自
分
の
考
え

て
い
る
こ
と
を
社
員
に
浸
透
さ
せ
る
こ

と
で
し
た
。そ
こ
で
役
立
つ
の
は『
経
営

指
針
書
』だ
と
言
い
ま
す
。

　
「
経
営
指
針
書
は
同
友
会
入
会
以
前
か

ら
父
親
で
あ
る
先
代
の
社
長
が
作
成
し

て
い
ま
し
た
。し
か
し
実
際
に
は
社
員
は

そ
の
ま
ま
机
の
中
に
し
ま
い
こ
ん
で
い

た
の
が
実
情
で
す
」。
社
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
痛
感
し
た
と
言
い
ま
す
。「
技

術
力
は
高
い
社
員
が
い
て
も
、話
し
た
り

企
画
し
た
り
す
る
こ
と
が
弱
い
ん
で
す
。

毎
週
月
曜
日
の
部
長
会
や
月
初
め
の
早

朝
会
議
な
ど
会
議
を
し
て
い
る
ん
で
す

が
、実
は
聞
き
流
し
に
な
っ
て
い
た
ん
で

す
ね
。
資
料
を
配
布
し
た
り
、メ
モ
を
取

る
習
慣
づ
け
を
し
た
り
、そ
う
い
う
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。
機
械
の
ト
ラ
ブ
ル

や
ク
レ
ー
ム
な
ど
の
事
例
な
ど
情
報
を

共
有
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、ま
ず
社
長
の

方
針
を
社
内
で
提
示
し
、部
門
ご
と
に

部
門
方
針
を
作
成
し
社
員
へ
発
表
を
行

う
よ
う
に
し
ま
し
た
。「
経
営
指
針
書
の

作
成
は
、同
友
会
の『
労
使
見
解
』の
学

び
が
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
」と
竹
下
さ

ん
は
語
り
ま
す
。

新
卒
採
用
と
社
員
共
育

　

例
年
2
〜
3
名
の
新
卒
採
用
を
し
て

い
ま
す
。
24
年
度
は
5
名
を
採
用
し
ま

し
た
。

　

次
に
社
員
共
育
で
す
。
従
来
は「
現
場

に
出
せ
ば
い
ず
れ
仕
事
は
覚
え
る
」と
い

う
や
り
方
で
し
た
が
、竹
下
さ
ん
は
新
入

社
員
に
2
週
間
の
研
修
期
間
を
設
け
ま

し
た
。海
苔
業
界
の
知
識
や
自
社
製
品
の

知
識
、製
造
技
術
な
ど
学
ん
で
い
き
ま
す
。

「
資
料
は
技
術
部
、製
造
部
、営
業
部
、総

務
部
が
作
成
し
、新
人
の
指
導
に
当
た
り

ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
が
ウ
チ
の
企
業
風

土
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」。
入
社

時
に
研
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、O
J
T

の
効
率
が
上
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。併
せ

て
、銀
行
や
商
工
会
議
所
の
新
人
研
修
に

も
派
遣
し
世
間
一
般
の
教
養
も
身
に
着

け
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
新
人
や
若
手
が
育
っ
て
い
く
こ
と
は
、

中
堅
や
ベ
テ
ラ
ン
社
員
に
も
い
い
刺
激

に
な
り
ま
す
ね
」。
こ
う
し
て
組
織
の
活

性
化
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。「
私
の
右

腕
の
育
成
、そ
れ
が
課
題
で
す
」と
竹
下

さ
ん
。

経
営
指
針
書
運
用
で

分
かっ
た
こ
と

　

こ
の
よ
う
に
経
営
指
針
書
は
運
用
し

て
改
め
て
自
社
の
課
題
が
は
っ
き
り
し

て
き
ま
し
た
。
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、新
卒

採
用
と
社
員
共
育
、中
堅
社
員
の
育
成
、

成
熟
期
を
迎
え
た
海
苔
業
界
の
中
で
自

社
製
品
の
質
的
向
上
と
量
的
拡
大
、さ

ら
に
は
将
来
を
考
え
て
新
し
い
主
力
商

品
の
模
索
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

自
立
型
企
業
に
つ
い
て

　
取
材
の
最
後
に
竹
下
さ
ん
の
考
え
る
自

立
型
企
業
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
「
お
客
様
が
求
め
る
価
値
を
継
続
的

に
提
供
し
続
け
る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。

ウ
チ
の
場
合
で
言
う
と
機
械
を
使
う
人
、

も
っ
と
大
き
く
捉
え
る
と
海
苔
を
買
う

人
・
食
べ
る
人
に
な
り
ま
す
か
ね
。
こ
の

『
継
続
』っ
て
い
う
の
が
難
し
い
で
す
ね
」

と
笑
顔
で
締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

21世紀型  自立型企業づくり



壇上で挨拶される中村代表理事

九州・沖縄各県から集まった会員さん
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去
る
5
月
24
、25
日
の
両
日
に
中
同
協

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
表
記
の
研
修

交
流
会
が
別
府
で
開
催
さ
れ
、各
県
の
県

役
員
、支
部
長
1
1
0
余
名
が
研
修
に
臨

ん
だ
。

　

開
催
テ
ー
マ「
何
の
た
め
の
同
友
会

か
？
を
追
求
し
、企
業
経
営
と
同
友
会
運

動
を
不
離
一
体
の
も
の
と
す
る
」の
下
、

1
日
目
は
問
題
提
起
と
し
て「
役
員
と
し

て
会
員
の
模
範
に
な
る
強
靭
な
企
業
づ
く

り
へ
の
挑
戦
」の
報
告
と
関
連
実
践
事
例

報
告
が
あ
っ
た
。2
日
目
は「
企
業
変
革

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
の
活
用
」

の
テ
ー
マ
で
①
同
友
会
活
動
に
生
か
す
、

②
自
社
経
営
に
生
か
す
に
は
の
2
点
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
、グ
ル
ー

プ
討
論
に
お
い
て
学
び
を
深
め
た
。

　
企
業
経
営
と
同
友
会
運
動
を
不
離
一
体

の
も
の
と
す
る
に
は
、「
よ
い
会
社
を
作

る
。よ
い
経
営
者
に
な
る
」を
目
指
し
、そ

の
た
め
に
、同
友
会
の
学
び
を
企
業
経
営

に
生
か
し
、企
業
で
の
実
践
を
同
友
会
活

動
に
還
元
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。更

に
、役
員
自
ら
が
そ
の
体
現
者
に
な
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　
「
よ
い
会
社
に
な
る
と
は
、ま
ず
、強
い

体
質
の
会
社
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、利
益

が
出
て
い
る
会
社
は
元
気
で
明
る
い
と
い

う
共
通
の
特
徴
が
あ
る
よ
う
に
、同
じ
こ

と
が
同
友
会
の
組
織
に
お
い
て
も
会
員
が

増
え
る
組
織
は
元
気
で
明
る
い
と
言
え

る
」。
そ
の
実
現
は
企
業
の
経
営
者
と
し

て
、同
友
会
の
役
員
と
し
て
の
使
命
で
あ

り
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
①
企
業
家
精
神（
問

題
を
見
出
し
、自
ら
が
変
わ
る
）、②
管

理
者
精
神（
問
題
解
決
力
）、③
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
現
場・現
物・現
実
の
三
現
主
義

に
立
ち
養
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

報
告
に
は
大
い
に
共
感
し
た
。

　

経
営
者
、役
員
が
ま
ず
、自
己
変
革
し
、

気
づ
き
を
実
践
に
移
す
重
要
性
を
再
認
識

す
る
と
共
に
、他
県
同
友
会
の
活
動
状
況

か
ら
の
学
び
と
新
し
い
仲
間
と
知
り
合
え

た
二
日
間
の
研
修
会
で
あ
っ
た
。こ
れ
も

ま
た
、同
友
会
役
員
の
役
得
で
あ
ろ
う
か

と
感
じ
た
。

　

田
中
信
吾
兵
庫
同
友
会
代
表
理
事
の

熱
の
こ
も
っ
た
報
告
に
は
、思
わ
ず
聞

き
入
り
、た
く
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
と
同
時

に
自
身
の
事
業
の
赤
字
転
落
と
阪
神
大

震
災
を
経
験
し
、経
営
指
針
の
見
直
し

と
企
業
の
存
在
意
義
を
再
確
認
。
そ
の

後
見
事
に
立
て
な
お
さ
れ
ま
し
た
。
兵

庫
同
友
会
で
は
10
年
以
上
も
代
表
理
事

を
務
め
、会
社
の
業
績
向
上
と
同
様
に

会
勢
も
伸
ば
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
伸
ば
し
て
い
る
の
は
、ひ

と
つ
の
や
る
べ
き
こ
と
に
集
中
し
、成

果
が
出
る
ま
で
取
り
組
む
と
い
う
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
支
部
長
は
3
年
や

る
べ
き
、と
い
う
主
張
に
も
う
な
ず
け

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

同
友
会
を
頑
張
り
過
ぎ
る
と
経
営
が

疎
か
に
な
る
、と
い
う
考
え
方
を
木
っ

端
微
塵
に
し
て
し
ま
う
く
ら
い
の
パ
ワ
ー

の
あ
る
報
告
で
し
た
。

　

や
る
な
ら
ヤ
ル
で
徹
底
し
て
や
る
。

副
支
部
長
職
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
が
、

仕
事
も
同
友
会
も
、徹
底
し
て
や
っ
た

も
の
に
し
か
、わ
か
ら
な
い
も
の
が
あ

る
に
違
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

第
6
回
支
部
長・支
部
活
動
研
修
交
流
会

中
小
企
業
家
同
友
会
全
国
協
議
会
九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

筑
紫
支
部
支
部
長
　
森も

り

　
茂し

げ
ひ
ろ博

和
新
工
業（
株
）代
表
取
締
役

第
6
回
支
部
長・支
部
活
動
研
修
交
流
会
に
参
加
し
て

福
博
支
部
副
支
部
長
　
田た

が
み上

　
恭や

す
ゆ
き由

（
株
）ワ
イ
コ
ム
・
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役
社
長



チャリティーステッカー “ 継続販売中 ”

ご来店頂いたお客様に、商品説明をおこないます。
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会
社
を
移
転

　
現
在
南
支
部
支
部
長
の
濱
田
さ
ん
の
会

社
は
、2
0
1
1
年
12
月
に
千
代
町
か
ら

現
在
の
堅
粕
へ
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は【
貼
る
こ
と
】に
こ
だ
わ
っ

て
、自
動
車
の
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
る
カ
ー

フ
ィ
ル
ム
施
工
や
、自
動
車
に
社
名
や
商

品
の
紹
介
が
で
き
る
ス
テ
ッ
カ
ー
の
製
作

施
工
な
ど
で
す
。

　

以
前
の
事
務
所
で
は
作
業
場
所
、事
務

所
と
も
に
狭
く
、社
員
を
の
び
の
び
と
育

て
る
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。移

転
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
明
る
く
な
り
、

同
時
に
社
員
と
ゆ
っ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
き
る
場
所
も
確
保
で
き
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
よ
り
深
く
取
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
は
車
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
カ
ー
用

品
店
に
訪
問
し
て
施
工
作
業
を
行
う
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
が
メ
イ
ン
で
し
た
。し
か
し
、

作
業
場
所
や
お
客
様
と
の
応
対
ス
ペ
ー

ス
、駐
車
場
も
確
保
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
の
訪
問
型
だ
け
で
な
く
、直
接
来

店
型
の
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、よ
り
き
め
細
や
か

な
対
応
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

ス
テ
ッ
カ
ー

　

こ
の
度
の
未
曽
有
の
大
災
害
で
、濱
田

さ
ん
は
社
員
と
一
緒
に
な
っ
て
何
か
自
分

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
創
り
だ
さ
れ
た
の
が「
が
ん
ば

ろ
う
日
本
！
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
」

で
す
。

　
1
枚
1
0
0
0
円
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販

売
し
、価
格
か
ら
制
作
原
価
を
引
い
た
約

2
0
0
万
円
の
義
援
金
を
赤
十
字
を
通
し

て
、被
災
地
に
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

同
友
会
の
仲
間
の
協
力
は
勿
論
の
事
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
知
ら
な
い

方
か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大

き
か
っ
た
よ
う
で
す
。皆
様
の
ご
協
力
に

大
変
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
威
力
を
痛
感
し
た
濱
田
さ

ん
。
今
後
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、デ
ィ
ー
ラ
ー
や
カ
ー

用
品
店
の
下

請
け
と
し
て

だ
け
で
は
な

く
、
一
般
法

人
か
ら
の
ス

テ
ッ
カ
ー
受

注
や
個
人
の

カ
ー
フ
ィ
ル

ム
施
工
に
つ

な
げ
て
い
く

そ
う
で
す
。

　

ま
た
会
社

が
行
っ
て
い
る
様
々
な
事
業
を
紹
介
し
て
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Fresh our partners

　本年2月に入会いたしました森と申します。飯塚で弁
護士をしています。
　昔からの知り合いからお勧めいただき入会いたしま
した。
　飯塚は地元ではあるのですが、長年離れていたこと
もあり、例会への出席等を通じてたくさんの方に出会
えたことにつき感謝しております。
　今後とも宜しくお願いします。

新入会員ご紹介

所長　森　隆 （嘉飯支部）
もり　  たかし

森法律事務所
随時相談を受け付けております。
早期解決のため危惧を感じたら
すぐご相談下さい。

飯塚市新立岩4-4　クレイン3ビル801
TEL 0948-43-9811

　那珂川町で、あらまき歯科を開設して13年目になり
ます。
　平成24年1月に入会と同時にあすなろ塾に参加しま
した。平成24年2月の経営指針作成セミナーに参加させ
ていただき、経営指針を作成してあらためて経営の基
礎を学び続けております。同友会で真摯に経営に向き
合う仲間に出会えたことが何よりの成果だと私は感じ
ております。

病院長　荒巻  健一 （博多支部）
あらまき　けんいち

あらまき歯科
歯科医療サービス業。
あらまき歯科は来院者の健康と
幸せをサポートいたします。

筑紫郡那珂川町片縄東1-22-13
TEL 092-953-1181
http://www.aramaki-dc.com

　ちくし法律事務所で弁護士を務めております、井上
茉彩と申します。
　当事務所は二日市に所在し、現在弁護士7名、事務局
10名で、経営者の方や個人の方々のトラブル解決のお
手伝いをさせていただいています。先輩弁護士である
浦田秀徳先生より、「同友会は勉強になるから、是非
行ってみなよ。」と勧められ入会させていただきまし
た。皆さんに温かく迎えていただきとても感謝してい
ます。これから、どうぞよろしくお願いいたします。弁護士　井上  茉彩 （福友支部）

いのうえ　  ま   い

ちくし法律事務所
弁護士7人の法律事務所。
法律相談、交渉、調停、裁判、
強制執行、倒産処理など

筑紫野市二日市北1-1-5
TEL 092-555-7542
http://www.chikushi-lo.jp/

　足に優しく人に優しい､靴工房JUMBOの田村です｡
　靴の製造､卸､小売をやっております｡
　入会のきっかけは､コンサルのご紹介です｡
　例会は毎月参加させていただいておりますが､様々
な異業種の方々のご意見がとても勉強になり､励みに
もなっております｡
　今後は後継者のためのセミナーなどをしていただけ
れば､と思っております｡

専務取締役　田村　泰治 （福博支部）
た　むら　　やすはる

（株） ティック ワールド
自社にて靴作りを行い、
問屋に卸し直営店舗で
販売しております。

佐賀市富士町大字上熊川字苗代676-8
TEL 0952-64-2777
FAX 0952-64-2888
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24 18：30～21：00火
女性部委員会
7月勉強会

経営指針に基づく、会社一丸の企業づくり
～人間尊重の経営を追求し、男性も女性も活躍する会社に～
 ■ GGソーラービル　福岡市中央区天神3丁目4-9-10F　☎092-714-0451
■ 中山　英敬氏　株式会社ヒューマンライフ　代表取締役 （南支部）

25 ・ 15：00～18：00水 30 月
希望者全員65歳
雇用対策セミナー

【福岡会場】 25日（水） 15：00～18：00
■ 福岡県中小企業振興センター
　　福岡市博多区吉塚本町9-15　福岡県中小企業振興センター302号

■ 茅嶋　孝一郎氏　茅嶋社労士・行政書士事務所　所長 （博多支部）　

【北九州会場】 30日（月） 15：00～18：00
■ KMMビル 第4会議室
　　福岡県北九州市小倉北区浅野2-14-1　☎093-511-6450

■ 三原　靖氏　社会保険労務士法人九州人事マネジメント　代表社員 （北九州支部）
 高年齢者雇用の義務対象年齢が、引き上げられます。現在、65歳未満の定
年を定めている企業では下記の①～③のいずれかの措置を講ずる必要が
あります。同友会では、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に則
り、各種支援策を含め勉強会を開催いたします。
①定年の引き上げ　　②継続雇用制度の導入　　③定年の定めの廃止

26 18：00～21：00木
新会員フォローアップ
セミナー

■ 同友会全体会議室
　　福岡市博多区吉塚本町9-15　福岡県中小企業振興センタービル11F　☎092-686-1234

 9 18：30～20：30月
地球環境問題委員会
7月勉強会

地域資源の有効活用で仕事づくりと地域再生  ～矢部川流域プロジェクト～
 ■ 福岡同友会会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15
　 福岡県中小企業振興センター11F　☎092-686-1234

■ 石永  節生氏　NPO法人矢部川流域プロジェクト 理事長
　　　　　　　　　＜㈲イシナガ建築工房 代表取締役＞

 NPO法人矢部川流域プロジェクトは、平成10年より環境に優先した家
づくりに着手し、地産地消の建築資材開発に取り組んできました。平成
17年より全面的に矢部川流域で生産製造された自然素材を住宅用の資
材として使用しています。環境、地域内資源循環と地域連携をキーワー
ドに、地域と企業を元気にする新たな仕事づくりについて学びましょう。

17 18：30～21：00火
かすや支部
7月例会

■ サンレイクかすや　糟屋郡粕屋町駕与丁1丁目6-1　☎092-931-3309
■ 明石　勝善氏　株式会社きねや　代表取締役 （東支部）
 入会当初は幽霊会員だったという報告者の同友会との関わり、あすなろ塾等
での学びを報告していただき、自社の経営に取り入れられることを見つける。

17 18：30～21：00火
玄海支部
7月例会

会員増強のために！！　同友会を語る会　パート2
 ■ 都久志会館　福岡市中央区天神4-8-10　☎092-741-3335
 昨年12月に“同友会の未来を語ろう”という例会を開催し、県、地区、他支部
よりたくさんの参加をいただき、熱く真剣に討議することができました。
県、地区の代表の方と会員との意見交換する場としての例会は、同友会発展
のために支部として恒常的に開催していきたいと思います。そこで今回は、
テーマを「会員増強」として、再び 熱く真剣な討議を行っていきましょう！

17 18：30～21：00火
博多支部
7月例会

骨折・挫折・曲折の人生、3本の矢と恩人と夢追人
創業47年で培った事、そして50周年に向けた事業継承と問題
 ■ IPホテル福岡　福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
■ 鳥谷　哲弘氏　株式会社インテリア三光　代表取締役 （博多支部）
 鳥谷さんは1944年生まれ、創業されてから今年で47周年を迎えまし
た。その47年の間に起こった挫折・曲折、そして目標に向かって追って
いった経験をもとに、「社員が働きやすい環境づくり」「脱下請（元請化）
を目指した企業づくり」そして将来考えている「事業継承」について報
告して頂き、経営指針の必要性と事業継承について学びます。

17 18：30～21：00火
久留米支部
7月例会

同友会に入会して学んだこと
 ■ 萃香園ホテル　久留米市櫛原町87　☎0942-35-5351
■ 鍵田　康策氏、稲葉　雄大氏、川原　賢興氏 （久留米支部）
 同友会に入会して間もない方からの報告です。同友会がどのように
映っているのか、また入会して何を学びとっているのか、さらに今後何
を学んでいきたいか等、新鮮な思いを報告して頂きます。

19 18：20～21：00木
筑紫支部
7月例会

経営指針をバイブルとする
 ■ 筑紫野市生涯学習センター　筑紫野市二日市南1-9-3　☎092-918-3535
■ 権藤　光男氏　株式会社　悠楽　代表取締役 （筑紫支部）
 権藤さんは元銀行マンでした。支店長の経験もおありで、当時から同友
会や経営指針はご存知だったそうです。今回、第2の人生として老人
ホームの経営を手掛けられるにあたり、同友会の経営指針セミナーに
参加され、早速、自分の会社に取り入れ、実践されています。経営指針の
重要性を語っていただきます。

19 18：30～21：25木
青年支部
7月例会

同友会青年支部経営者お悩み相談会
～僕のこと全部話します。だから真剣に答えてほし
い若手経営者としての相談～
 ■ IPホテル福岡　福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
■ 大丸　拓郎氏　株式会社大丸製作所　後継者 （青年支部）
　 伊藤　栄樹氏　伊藤中小企業診断士事務所　中小企業診断士 （西支部）
 大学を卒業後、地元の大手企業に就職、それから家業の家具製作業に入社し
丸4年、わが青年支部の大丸拓郎君は3代目として日々邁進しているものの
次期経営者として悩みはつきません。そこで、中小企業診断士伊藤栄樹氏を
お招きしその問題点を抽出していただき、一般的に中小企業として陥りやす
い問題点と合わせながら様々な業種が集まった青年支部会員のそれぞれの
知識と経験上の体験を踏まえながら問題点をみんなで解決点をさぐります。
また、他社の問題点を、様々な経営者が集まった青年支部会員が幅広い知識・
それぞれの体験を通じ真剣に解決策を考えることで、自社の問題点と置き換
えて考えてみることで、自社の問題点解決策の一助になるよう勉強します。

19 18：30～21：00木
大牟田支部
7月例会

地域密着
 ■ だいふく　大牟田市有明町2-1-3　☎0944-53-3333

19 18：30～21：00木
西支部
7月例会

笑顔の会社作りのために　～労働基準法の基礎知識～
 ■ 天神ビル　福岡市中央区天神2丁目12番1号　11F　☎0120-323-920
■ 多比良　修氏　多比良修労務管理事務所　社会保険労務士 （西支部）
 同友会のいう、全社一丸の企業づくりには、法令順守が前提となります。し
かし、昨今、労働基準監督署、労働審判を利用して権利を実現する労働者も
増加傾向にあります。今一度、労務管理の基本法である、労働基準法、特に
労働時間と賃金について報告を行いたいと思います。当日は、労働法に詳
しい弁護士、社会保険労務士に出席いただき、グループ討議にも参加してい
ただき、事例をまじえながら、より理解が進むようにしたいと思います。

19 18：30～21：00木
中央支部
7月例会

あなた自身を変えてみて会社を変えてみませんか
笑いを会社に取り入れる経営とは
 ■ 天神ビル　福岡市中央区天神2丁目12番1号　11F　☎0120-323-920
■ 亀川　隆氏　鵜池商事株式会社　代表取締役 （中央支部）
 万年赤字会社を就任1年目より今期まで連続黒字を続けるあの社長（前
支部長）が吉本喜劇かと間違う程、面白くかつ熱く語る経営手法とは？ 
増収増益を続け赤字とは無縁になった今、経営の中で人に言えない苦
労が明かされます。途中ホッと和ませる時間を含めつつ、世の中の景気
が今一つ改善されない中、本日は不景気を忘れて笑顔でお帰り下さい。

20 18：30～21：00金
りょうちく支部
7月例会

■ 道の駅うきは　会議室　うきは市浮羽町山北729－2　☎0943-74-3939
■ 田中　大輔氏　百笑倶楽部　代表者 （りょうちく支部）

20 18：30～21：00金
福友支部
7月例会

なぜ人材を採用し、育てなければいけないのか？
共同求人の有意性とその活用の仕方について
 ■ 都久志会館　福岡市中央区天神4-8-10　☎092-741-3335
■ 清家　政彦氏　セイワシステム株式会社　代表取締役社長 （南支部）
 企業が継続して発展していくためには、企業を支える「人材」が必要不可
欠です。いかに優秀な人材を確保し、育成するかが、企業の成長、発展の重
要なキーになります。福友支部7月の例会では、同友会の共同求人制度に
焦点を当て、なぜ人材を採用しなければいけないのか、また採用した人材
をどう育成していけばいいのか、そのためには何が必要なのかを、共同求
人委員会の具体的な活動の中から学んでいきます。共同求人委員会の活
動内容とその有意性にファーカスし、「共同求人で何ができ、どう活用す
ればいいか」を報告してもらい、「なぜ人材採用と人材育成が重要なのか」
を学びます。

19 18：30～21：00木
ひびき支部
7月例会

ものづくり大きな目標
～大企業も中小企業もやることは一緒、違うのは？～
 ■ ニューハートピア　北九州市八幡西区岡田町10-10　☎093-645-0012
■ 大庭　正氏　村上精機工作所株式会社　取締役

17 18：30～21：00火
北九州支部
7月例会

「経営指針はじめて物語」 ～会社を変えた4つのプロジェクト～
 ■ ホテルクラウンパレス北九州　八幡西区東曲里3-1　☎093-531-7725
■ 王　愛氏　有限会社五十番食品　代表取締役 （福友支部）
 ついこの間までOLをしてた社長なんてなる気もなかった20代半ばの
女の子が、創業者である父の突然の死から社長に！しかも会社の分裂
騒動などで落ち込んでる状態の中の社長就任！そんなあととり娘が今
や会社を立て直し立派に社長業をやっています。謙虚な姿勢と謙虚な
気持ちで社長業に取り組んでいるあととり娘の社長日記をあなたも学
びませんか。経営者として1番大事な事が学べる例会報告です。

18 18：00～21：00水
東支部
7月例会

我社の新事業への挑戦！
 ■ WITH THE STYLE福岡　福岡市博多区博多駅南1-9-18　☎092-433-3941
■ 今仁　康則氏　有限会社ログポート　顧問 （東支部）
 マスコミや政府の統計では、景気は回復に向かっているといいながら、い
まだに不安定な経営状態の中小企業は多いはず。そういう中、基幹事業を
軸にニッチな新規事業を数多く展開されて成功へのチャレンジを続けて
いらっしゃる今仁さん。サラリーマン時代から経営者になるまでの自身
の体験を織り交ぜながら成功・失敗談を楽しく面白く講演いただきます。
皆さんの新規ビジネスチャンスのきっかけづくりになると思います。

18 18：30～21：00水
南支部
7月例会

経営における社員との一体感とは？
～一丸経営に取り組む社長奮闘記～
 ■ 天神ビル　福岡市中央区天神2丁目12番1号　☎0120-323-920
■ 貞兼　朋記氏　株式会社マーコムプラン　代表取締役 （南支部）
 個々のスキルがどれだけ高くても、経営者と従業員が一体になって目的に
向かわなければ、会社としての成長、経営者と社員の人間的な成長はない
のではないでしょうか。今回の例会で言う一体感とは、経営者と社員が、
会社の向かうべきベクトルを共有し、その目標に向かい一体となることを
指しています。一体になるとはどういうことなのか、その必要性は何なの
かなど、社員との一体感について模索する過程を報告してもらい、その必
要性を再確認し、学びを深めたいと思います。現在の不景気だからこそ、
社員と価値観を統一する大切な時期です。日頃は忙しくて、社員とゆっく
り心を開いて話し合う機会の無い方に是非、お聞き頂きたい内容です。

18 18：00～20：30水
福博支部
7月例会

「労使問題、あなたの会社は大丈夫ですか？」
～従業員の採用から退職まで、知っておくべき法律知識～
 ■ IPホテル福岡　福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
■ 大塚　哲也氏　大塚社会保険労務士事務所　社会保険労務士 （福博支部）
 近年、企業と従業員との労使紛争が多発しています。記憶に新しいところ
ではマクドナルドの店長の残業代不払いの訴え（名ばかり管理職）があり
ます。これに代表されるように身近に多くの企業と従業員とのトラブル
が起こっています。このようなトラブルを自社で起こさないためにも、必
要な知識を身に着けて労使ともども快適に働ける環境を作りましょう。

18 18：30～21：30水
有明支部
7月例会

家庭から排出される廃プラスチックを原料とした油化事業
～都市油田をめざして～
 ■ ㈲柳川商事　柳川市三橋町久末130-3　☎0944-72-4412
■ 椛島　勝己氏　有限会社柳川商事　代表取締役
 近隣地域の一般廃棄物中の廃プラスチックを原料とした油化事業に取
り組んでいる㈲柳川商事　椛島社長にご報告いただきます。

25 18：00～21：00水
筑豊地区（筑豊支部・嘉飯支部合同例会）
中小企業憲章シンポジウム

地域を支える主役、それは中小企業
～広めよう！生かそう！私たちの「中小企業憲章」～
 ■ イイヅカコスモスコモン　飯塚市飯塚14-66　☎0948-21-0505
 平成22年6月に閣議決定された「中小企業憲章」は、その前文の冒頭で
「中小企業は、経済を牽引する力であり、社会の主役である」と明記し、
中小企業を取り巻く経営環境の改善や改革の推進を促しています。こ
のシンポジウムを通して中小企業の役割を確認し、学生や一般市民の
皆さんの中小企業に対する理解を深めていただき、地元の行政や地域
諸団体と協力して地域経済の活性を図る一歩とします。
　
第一部　基調講演（60分）　「なぜ中小企業憲章なのか？」
経済産業省　中小企業庁　企画課課長　　　間宮　淑夫氏
　
第二部　パネルディスカッション（60分）　「地域経済発展と中小企業の役割」
＜パネリスト＞
経済産業省　中小企業庁　企画課課長　　　間宮　淑夫氏
飯塚市　経済部部長　　　　　　　　　　　橋本　周　氏　
近畿大学　産業理工学部　学生支援課課長　助清　明　氏　　
有田電器情報システム株式会社　代表取締役社長　有田　栄公氏（嘉飯支部）
＜コーディネーター＞
福岡県中小企業家同友会　代表理事　　　　中山　英敬氏
（株式会社ヒューマンライフ　代表取締役  ／  南支部）

参加費：無料

24 18：30～21：00火
企業連携推進委員会
FAST7月例会

「産学連携を総括的な社会体制構築に」
～総力連携＝産々学々官々金々民々地域地域～
 ■ 福岡県中小企業振興センタービル302　福岡市博多区吉塚本町9-15
■ 湯本　長伯氏　九州大学・産学連携センター・デザイン総合部門　教授
 ACTION　REPORT　No19
株式会社長門　代表取締役　小橋　洋治氏（中央支部）
産学連携による「建築物のカビ防除システム」進展
創造的企業に成りたい、創造的で在りたい、というのは企業経営者の持
つ共通の願いの一つである。ここで広い目で企業を取り巻く社会体制
を考えた時に経済社会がどのように変化しているのか、草の根イノ
ベーションのもと企業の発展に日夜努力し、産学連携が今後どのよう
にあるべきかを総合的に研究されておられます湯本先生にお聞きいた
します。また新しいアイデアが生まれることと思います。ぜひご参加
ください。中小企業憲章の実践に向けて行動しましょう。

7月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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24 18：30～21：00火
女性部委員会
7月勉強会

経営指針に基づく、会社一丸の企業づくり
～人間尊重の経営を追求し、男性も女性も活躍する会社に～
 ■ GGソーラービル　福岡市中央区天神3丁目4-9-10F　☎092-714-0451
■ 中山　英敬氏　株式会社ヒューマンライフ　代表取締役 （南支部）

25 ・ 15：00～18：00水 30 月
希望者全員65歳
雇用対策セミナー

【福岡会場】 25日（水） 15：00～18：00
■ 福岡県中小企業振興センター
　　福岡市博多区吉塚本町9-15　福岡県中小企業振興センター302号

■ 茅嶋　孝一郎氏　茅嶋社労士・行政書士事務所　所長 （博多支部）　

【北九州会場】 30日（月） 15：00～18：00
■ KMMビル 第4会議室
　　福岡県北九州市小倉北区浅野2-14-1　☎093-511-6450

■ 三原　靖氏　社会保険労務士法人九州人事マネジメント　代表社員 （北九州支部）
 高年齢者雇用の義務対象年齢が、引き上げられます。現在、65歳未満の定
年を定めている企業では下記の①～③のいずれかの措置を講ずる必要が
あります。同友会では、「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に則
り、各種支援策を含め勉強会を開催いたします。
①定年の引き上げ　　②継続雇用制度の導入　　③定年の定めの廃止

26 18：00～21：00木
新会員フォローアップ
セミナー

■ 同友会全体会議室
　　福岡市博多区吉塚本町9-15　福岡県中小企業振興センタービル11F　☎092-686-1234

 9 18：30～20：30月
地球環境問題委員会
7月勉強会

地域資源の有効活用で仕事づくりと地域再生  ～矢部川流域プロジェクト～
 ■ 福岡同友会会議室　福岡市博多区吉塚本町9-15
　 福岡県中小企業振興センター11F　☎092-686-1234

■ 石永  節生氏　NPO法人矢部川流域プロジェクト 理事長
　　　　　　　　　＜㈲イシナガ建築工房 代表取締役＞

 NPO法人矢部川流域プロジェクトは、平成10年より環境に優先した家
づくりに着手し、地産地消の建築資材開発に取り組んできました。平成
17年より全面的に矢部川流域で生産製造された自然素材を住宅用の資
材として使用しています。環境、地域内資源循環と地域連携をキーワー
ドに、地域と企業を元気にする新たな仕事づくりについて学びましょう。

17 18：30～21：00火
かすや支部
7月例会

■ サンレイクかすや　糟屋郡粕屋町駕与丁1丁目6-1　☎092-931-3309
■ 明石　勝善氏　株式会社きねや　代表取締役 （東支部）
 入会当初は幽霊会員だったという報告者の同友会との関わり、あすなろ塾等
での学びを報告していただき、自社の経営に取り入れられることを見つける。

17 18：30～21：00火
玄海支部
7月例会

会員増強のために！！　同友会を語る会　パート2
 ■ 都久志会館　福岡市中央区天神4-8-10　☎092-741-3335
 昨年12月に“同友会の未来を語ろう”という例会を開催し、県、地区、他支部
よりたくさんの参加をいただき、熱く真剣に討議することができました。
県、地区の代表の方と会員との意見交換する場としての例会は、同友会発展
のために支部として恒常的に開催していきたいと思います。そこで今回は、
テーマを「会員増強」として、再び 熱く真剣な討議を行っていきましょう！

17 18：30～21：00火
博多支部
7月例会

骨折・挫折・曲折の人生、3本の矢と恩人と夢追人
創業47年で培った事、そして50周年に向けた事業継承と問題
 ■ IPホテル福岡　福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
■ 鳥谷　哲弘氏　株式会社インテリア三光　代表取締役 （博多支部）
 鳥谷さんは1944年生まれ、創業されてから今年で47周年を迎えまし
た。その47年の間に起こった挫折・曲折、そして目標に向かって追って
いった経験をもとに、「社員が働きやすい環境づくり」「脱下請（元請化）
を目指した企業づくり」そして将来考えている「事業継承」について報
告して頂き、経営指針の必要性と事業継承について学びます。

17 18：30～21：00火
久留米支部
7月例会

同友会に入会して学んだこと
 ■ 萃香園ホテル　久留米市櫛原町87　☎0942-35-5351
■ 鍵田　康策氏、稲葉　雄大氏、川原　賢興氏 （久留米支部）
 同友会に入会して間もない方からの報告です。同友会がどのように
映っているのか、また入会して何を学びとっているのか、さらに今後何
を学んでいきたいか等、新鮮な思いを報告して頂きます。

19 18：20～21：00木
筑紫支部
7月例会

経営指針をバイブルとする
 ■ 筑紫野市生涯学習センター　筑紫野市二日市南1-9-3　☎092-918-3535
■ 権藤　光男氏　株式会社　悠楽　代表取締役 （筑紫支部）
 権藤さんは元銀行マンでした。支店長の経験もおありで、当時から同友
会や経営指針はご存知だったそうです。今回、第2の人生として老人
ホームの経営を手掛けられるにあたり、同友会の経営指針セミナーに
参加され、早速、自分の会社に取り入れ、実践されています。経営指針の
重要性を語っていただきます。

19 18：30～21：25木
青年支部
7月例会

同友会青年支部経営者お悩み相談会
～僕のこと全部話します。だから真剣に答えてほし
い若手経営者としての相談～
 ■ IPホテル福岡　福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
■ 大丸　拓郎氏　株式会社大丸製作所　後継者 （青年支部）
　 伊藤　栄樹氏　伊藤中小企業診断士事務所　中小企業診断士 （西支部）
 大学を卒業後、地元の大手企業に就職、それから家業の家具製作業に入社し
丸4年、わが青年支部の大丸拓郎君は3代目として日々邁進しているものの
次期経営者として悩みはつきません。そこで、中小企業診断士伊藤栄樹氏を
お招きしその問題点を抽出していただき、一般的に中小企業として陥りやす
い問題点と合わせながら様々な業種が集まった青年支部会員のそれぞれの
知識と経験上の体験を踏まえながら問題点をみんなで解決点をさぐります。
また、他社の問題点を、様々な経営者が集まった青年支部会員が幅広い知識・
それぞれの体験を通じ真剣に解決策を考えることで、自社の問題点と置き換
えて考えてみることで、自社の問題点解決策の一助になるよう勉強します。

19 18：30～21：00木
大牟田支部
7月例会

地域密着
 ■ だいふく　大牟田市有明町2-1-3　☎0944-53-3333

19 18：30～21：00木
西支部
7月例会

笑顔の会社作りのために　～労働基準法の基礎知識～
 ■ 天神ビル　福岡市中央区天神2丁目12番1号　11F　☎0120-323-920
■ 多比良　修氏　多比良修労務管理事務所　社会保険労務士 （西支部）
 同友会のいう、全社一丸の企業づくりには、法令順守が前提となります。し
かし、昨今、労働基準監督署、労働審判を利用して権利を実現する労働者も
増加傾向にあります。今一度、労務管理の基本法である、労働基準法、特に
労働時間と賃金について報告を行いたいと思います。当日は、労働法に詳
しい弁護士、社会保険労務士に出席いただき、グループ討議にも参加してい
ただき、事例をまじえながら、より理解が進むようにしたいと思います。

19 18：30～21：00木
中央支部
7月例会

あなた自身を変えてみて会社を変えてみませんか
笑いを会社に取り入れる経営とは
 ■ 天神ビル　福岡市中央区天神2丁目12番1号　11F　☎0120-323-920
■ 亀川　隆氏　鵜池商事株式会社　代表取締役 （中央支部）
 万年赤字会社を就任1年目より今期まで連続黒字を続けるあの社長（前
支部長）が吉本喜劇かと間違う程、面白くかつ熱く語る経営手法とは？ 
増収増益を続け赤字とは無縁になった今、経営の中で人に言えない苦
労が明かされます。途中ホッと和ませる時間を含めつつ、世の中の景気
が今一つ改善されない中、本日は不景気を忘れて笑顔でお帰り下さい。

20 18：30～21：00金
りょうちく支部
7月例会

■ 道の駅うきは　会議室　うきは市浮羽町山北729－2　☎0943-74-3939
■ 田中　大輔氏　百笑倶楽部　代表者 （りょうちく支部）

20 18：30～21：00金
福友支部
7月例会

なぜ人材を採用し、育てなければいけないのか？
共同求人の有意性とその活用の仕方について
 ■ 都久志会館　福岡市中央区天神4-8-10　☎092-741-3335
■ 清家　政彦氏　セイワシステム株式会社　代表取締役社長 （南支部）
 企業が継続して発展していくためには、企業を支える「人材」が必要不可
欠です。いかに優秀な人材を確保し、育成するかが、企業の成長、発展の重
要なキーになります。福友支部7月の例会では、同友会の共同求人制度に
焦点を当て、なぜ人材を採用しなければいけないのか、また採用した人材
をどう育成していけばいいのか、そのためには何が必要なのかを、共同求
人委員会の具体的な活動の中から学んでいきます。共同求人委員会の活
動内容とその有意性にファーカスし、「共同求人で何ができ、どう活用す
ればいいか」を報告してもらい、「なぜ人材採用と人材育成が重要なのか」
を学びます。

19 18：30～21：00木
ひびき支部
7月例会

ものづくり大きな目標
～大企業も中小企業もやることは一緒、違うのは？～
 ■ ニューハートピア　北九州市八幡西区岡田町10-10　☎093-645-0012
■ 大庭　正氏　村上精機工作所株式会社　取締役

17 18：30～21：00火
北九州支部
7月例会

「経営指針はじめて物語」 ～会社を変えた4つのプロジェクト～
 ■ ホテルクラウンパレス北九州　八幡西区東曲里3-1　☎093-531-7725
■ 王　愛氏　有限会社五十番食品　代表取締役 （福友支部）
 ついこの間までOLをしてた社長なんてなる気もなかった20代半ばの
女の子が、創業者である父の突然の死から社長に！しかも会社の分裂
騒動などで落ち込んでる状態の中の社長就任！そんなあととり娘が今
や会社を立て直し立派に社長業をやっています。謙虚な姿勢と謙虚な
気持ちで社長業に取り組んでいるあととり娘の社長日記をあなたも学
びませんか。経営者として1番大事な事が学べる例会報告です。

18 18：00～21：00水
東支部
7月例会

我社の新事業への挑戦！
 ■ WITH THE STYLE福岡　福岡市博多区博多駅南1-9-18　☎092-433-3941
■ 今仁　康則氏　有限会社ログポート　顧問 （東支部）
 マスコミや政府の統計では、景気は回復に向かっているといいながら、い
まだに不安定な経営状態の中小企業は多いはず。そういう中、基幹事業を
軸にニッチな新規事業を数多く展開されて成功へのチャレンジを続けて
いらっしゃる今仁さん。サラリーマン時代から経営者になるまでの自身
の体験を織り交ぜながら成功・失敗談を楽しく面白く講演いただきます。
皆さんの新規ビジネスチャンスのきっかけづくりになると思います。

18 18：30～21：00水
南支部
7月例会

経営における社員との一体感とは？
～一丸経営に取り組む社長奮闘記～
 ■ 天神ビル　福岡市中央区天神2丁目12番1号　☎0120-323-920
■ 貞兼　朋記氏　株式会社マーコムプラン　代表取締役 （南支部）
 個々のスキルがどれだけ高くても、経営者と従業員が一体になって目的に
向かわなければ、会社としての成長、経営者と社員の人間的な成長はない
のではないでしょうか。今回の例会で言う一体感とは、経営者と社員が、
会社の向かうべきベクトルを共有し、その目標に向かい一体となることを
指しています。一体になるとはどういうことなのか、その必要性は何なの
かなど、社員との一体感について模索する過程を報告してもらい、その必
要性を再確認し、学びを深めたいと思います。現在の不景気だからこそ、
社員と価値観を統一する大切な時期です。日頃は忙しくて、社員とゆっく
り心を開いて話し合う機会の無い方に是非、お聞き頂きたい内容です。

18 18：00～20：30水
福博支部
7月例会

「労使問題、あなたの会社は大丈夫ですか？」
～従業員の採用から退職まで、知っておくべき法律知識～
 ■ IPホテル福岡　福岡市博多区中洲5-2-18　☎092-262-2009
■ 大塚　哲也氏　大塚社会保険労務士事務所　社会保険労務士 （福博支部）
 近年、企業と従業員との労使紛争が多発しています。記憶に新しいところ
ではマクドナルドの店長の残業代不払いの訴え（名ばかり管理職）があり
ます。これに代表されるように身近に多くの企業と従業員とのトラブル
が起こっています。このようなトラブルを自社で起こさないためにも、必
要な知識を身に着けて労使ともども快適に働ける環境を作りましょう。

18 18：30～21：30水
有明支部
7月例会

家庭から排出される廃プラスチックを原料とした油化事業
～都市油田をめざして～
 ■ ㈲柳川商事　柳川市三橋町久末130-3　☎0944-72-4412
■ 椛島　勝己氏　有限会社柳川商事　代表取締役
 近隣地域の一般廃棄物中の廃プラスチックを原料とした油化事業に取
り組んでいる㈲柳川商事　椛島社長にご報告いただきます。

25 18：00～21：00水
筑豊地区（筑豊支部・嘉飯支部合同例会）
中小企業憲章シンポジウム

地域を支える主役、それは中小企業
～広めよう！生かそう！私たちの「中小企業憲章」～
 ■ イイヅカコスモスコモン　飯塚市飯塚14-66　☎0948-21-0505
 平成22年6月に閣議決定された「中小企業憲章」は、その前文の冒頭で
「中小企業は、経済を牽引する力であり、社会の主役である」と明記し、
中小企業を取り巻く経営環境の改善や改革の推進を促しています。こ
のシンポジウムを通して中小企業の役割を確認し、学生や一般市民の
皆さんの中小企業に対する理解を深めていただき、地元の行政や地域
諸団体と協力して地域経済の活性を図る一歩とします。
　
第一部　基調講演（60分）　「なぜ中小企業憲章なのか？」
経済産業省　中小企業庁　企画課課長　　　間宮　淑夫氏
　
第二部　パネルディスカッション（60分）　「地域経済発展と中小企業の役割」
＜パネリスト＞
経済産業省　中小企業庁　企画課課長　　　間宮　淑夫氏
飯塚市　経済部部長　　　　　　　　　　　橋本　周　氏　
近畿大学　産業理工学部　学生支援課課長　助清　明　氏　　
有田電器情報システム株式会社　代表取締役社長　有田　栄公氏（嘉飯支部）
＜コーディネーター＞
福岡県中小企業家同友会　代表理事　　　　中山　英敬氏
（株式会社ヒューマンライフ　代表取締役  ／  南支部）

参加費：無料

24 18：30～21：00火
企業連携推進委員会
FAST7月例会

「産学連携を総括的な社会体制構築に」
～総力連携＝産々学々官々金々民々地域地域～
 ■ 福岡県中小企業振興センタービル302　福岡市博多区吉塚本町9-15
■ 湯本　長伯氏　九州大学・産学連携センター・デザイン総合部門　教授
 ACTION　REPORT　No19
株式会社長門　代表取締役　小橋　洋治氏（中央支部）
産学連携による「建築物のカビ防除システム」進展
創造的企業に成りたい、創造的で在りたい、というのは企業経営者の持
つ共通の願いの一つである。ここで広い目で企業を取り巻く社会体制
を考えた時に経済社会がどのように変化しているのか、草の根イノ
ベーションのもと企業の発展に日夜努力し、産学連携が今後どのよう
にあるべきかを総合的に研究されておられます湯本先生にお聞きいた
します。また新しいアイデアが生まれることと思います。ぜひご参加
ください。中小企業憲章の実践に向けて行動しましょう。

7月 お申し込み、お問い合わせは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします。行 事 案 内

お知り合いの方を誘って、
是非ご参加ください。
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　こ
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春
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し
ま
し
た
。

　チ
ベ
ッ
ト
体
操
は
ヨ
ガ
と
同
じ
流
れ

を
組
む
シ
ン
プ
ル
な
健
康
体
操
で
す
。原

書「
若
さ
の
泉
」は
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メ
リ
カ
で
1
0
0

万
部
、ド
イ
ツ
で
2
0
0
万
部
を
超
え
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ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
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　チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
マ
僧
に
長
年
伝
え
ら

れ
た
わ
ず
か
5
つ
の
動
作
と
呼
吸
法
に

よ
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若
返
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」が
実
現
す
る
と
言
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れ

て
い
ま
す
。ほ
か
に
体
験
者
の
声
で
多
い

の
は
、「
ダ
イ
エ
ッ
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で
き
た
」、「（
イ
ン

ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
が
鍛
え
ら
れ
）身
体
を
動

か
す
の
が
楽
に
な
っ
た
」等
で
す
。そ
し

て
、ゆ
っ
く
り
と
し
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東
洋
式
の
動
作
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中
高
年
に
適
し
て
い
ま
す
。

チ
ベ
ッ
ト
体
操
と
の
出
会
い

　私
は
2
0
0
1
年
、28
歳
の
時
に
偶
然

原
書
に
出
会
い
ま
し
た
。半
信
半
疑
で
体

操
を
始
め
、3
年
後
に
整
体
院
で「
今
日
は

ど
こ
も
悪
く
な
い
の
に
な
ぜ
来
た
の
？
」

と
言
わ
れ
た
と
き
に
、チ
ベ
ッ
ト
体
操
の

良
さ
を
確
信
し
、続
け
て
き
ま
し
た
。

無
理
な
く

続
け
る
た
め
の
ク
ラ
ブ

　チ
ベ
ッ
ト
体
操
の
ク
ラ
ブ
を
始
め
る

き
っ
か
け
は
昨
年
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す
や
支
部
の
㈱
シ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ン
田
浦
社
長
に「
中
年
に

な
っ
た
ら
、健
康
、若
さ
が
本
当
に
大
事
。

僕
の
た
め
に
も
チ
ベ
ッ
ト
体
操
教
室
を

始
め
て
く
れ
」と
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
ま
で
は「
60
歳
に
な
っ
て
、自
分
で

若
返
り
を
証
明
で
き
た
ら
教
室
を
始
め

よ
う
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。以
来
、研
修

を
重
ね
、5
カ
年
計
画
の
1
年
目
と
し
て

こ
の
4
月
に
糟
屋
郡
粕
屋
町
の
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、週
一
回
の
ク
ラ
ブ
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　「み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
」を
合
言

葉
に
、楽
し
く
、時
に
は
静
か
に
チ
ベ
ッ

ト
体
操
を
す
る
こ
と
で
、い
く
つ
に
な
っ

て
も
動
け
る
身
体
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
き
ま
す
。

新サービスご紹介

チベット体操で“元気”中高年が急増中！？
ジモコムかすや　代表者　中山  裕雄 （かすや支部）

なかやま　 ひろ  お

ちいさなチベット体操クラブ
（ジモコムかすや内）
〒811-2209
糟屋郡志免町王子1-18-1 南里ビル3階
TEL 070-5401-0442（担当直通）

http://tibetai.jp

サンレイクかすや会場
毎週木曜19：30～20：50
粕屋町駕与丁1-6-1 （粕屋町役場前。博多駅よりJRで10分）

※毎月一回体験会開催中。
　詳しくはホームページをご覧ください。

クラブ情報

インストラクターの島内（左）と

4月7日リバティスカッシュコート（中央支部）で体験会

5月11日　TNCテレビももち浜ストア
「若返り特集」にて放映されました。

6月9日　チベットクラブ（静岡）
松下信義先生をお迎えしての
講座を開催（天神パークビル）

チベット体操の原書　河出書房新社
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2012年度  第2回理事会報告
■日時：2012年6月13日（水） 15：00～18：10
■出席：47名（欠席委任6名） 出席率：89％

■会場：福岡県中小企業振興センター 301会議室
■議長：林田副代表理事

□ 開会あいさつ（田浦代表理事）
　NHKテレビで、「中国の経営者の中で、最近日本
人の経営者の本が爆発的に売れている。日本の経
営者の考え方（哲学）を学ぼうと最も読まれている
のは、稲盛和夫氏の本だと聞きます。なぜか、中国
人も気づき出した〈儲けるためだったら手段を選
ばない。こういう経済社会でよいのか〉良識のあ
る、地域が安心、安全な社会づくり、企業づくりを
すすめている同友会の理念は崇高であると再確認
できました。今日は第2回理事会です。忌憚のな
いご意見をお願いします。

■ 報告事項（1）
1.各地区・支部総会開催結果報告（林田議長）
　参加者数の資料を報告。支部総会630名は、ほ
ぼ前年度と同数と報告。
2.前回理事会以降の活動
①福岡同友会の活動
・第1回理事会（5月9日）以降の活動一覧（事務
局長）
この1ヶ月間の活動と参加状況、延会員参加
1000名、ゲスト（入会対象者）37名出席と報告。
・節電アンケートの実施（事務局長）
節電アンケートの中間集計を報告。今後、集約
分析して、対応が必要な点については、県や関
係機関等に要望することを報告。
福岡県の節電対策方針、関係資料を紹介
・第7回マスコミ懇談会（貞池広報情報化副本部長）
6月1日に開催した懇談会について報告。

②全国の動き
・九州沖縄ブロッグ「第6回支部長・支部活動研
修交流会」および代表者会議（前田理事（中央
支部支部長）
5月24日～25日、別府で開催、福岡20名、全体
で115名の開催報告の後、参加しての感想を
報告。「兵庫同友会の田中代表理事がまず『強
い会社』にして、『いい会社』にし、『地域に必要
とされる会社』づくりで、この順番を間違えて
はいけないといわれた事が強く心に残りまし
た。さらに各県の支部長と交流ができて具体
的な活性化について取り組んでいきます」
・中小企業憲章推進月間キックオフ集会（6月4日）
＆第4回幹事会（中山中小企業憲章推進本部長）
当日は、法制4団体の参加に加えて、15名近く
の国会議員の参加で意義深い集会であったと
の報告の後、伊藤理事（企業連携推進委員長）
より、参加しての感想を発言。「参加していた
各団体、国会議員のみなさんが中小企業をさ
さえていこうという思いが強いことに感銘を
受けました」

3.創立50周年記念事業について
①CD「SMILE　AGAIN」とりくみ結果（中野理事
〈CD推進副実行委員長〉）
5月末でCD配布が終了したことと、実行委員会
のお礼状が紹介された。（5月31日現在の義援
金は、5,371,612円。）また、新たに発売された、
さだまさしのアルバムの中に「SMILE  AGAIN」
が本人の歌で収録され、ライナーノートに今回の
とりくみに関する記述があることが報告された。
②50周年記念誌発行実行委員会スタート（貞池実
行委員長）
実行委員メンバーの紹介と、発行日が2013年6
月1日となったこと等を報告。

■ 協議事項
1.会員増強のとりくみ（田浦会員増強戦略本部長）
①5月入・退会者および会員数の確認
5月会員数1980名と、期首からは23名減であ
るものの、4月からはプラスマイナスゼロと維
持した。
②増強研修会のまとめと今後の課題
6月4日に開催した研修会の結果アンケートを
報告。その中の「会員増強本部への要望」に対し
ては、回答を紹介。
あわせて、会員満足度調査については、しっかり
分析していく事を報告。
③新年度会員到達目標の確認
2012年度到達会員数目標について、各支部、地
区の自主目標2,274名に、理事会で応援して糸

島準備会で新規26名ふやす事を含めて、2,300
名を確認。
会員増強のリーダーシップを発揮する意味で、
理事は9つのグループに分かれて、各グループ
10名、合計90名を達成することを確認。

2.運動方針の具体化
①室・委員会活動の動きと今後の課題
・あすなろ塾オープンセミナーの結果と今後の
とりくみ（林田経営労働委員長）
5月19日開催のあすなろ塾オープンセミナー
の開催で、ゲスト11名（内入会対象者6名）中3
名の入会を報告。
今後、全地区であすなろ塾オープンセミナー
を開催
他の委員会でも「オープン講座」のような企画
を検討してほしいと提起。
・「経営指針フォローアップの会」（中村代表理事） 
資料に基き、「志賀島経営計画セミナー」修了
者で、現在会員として在籍している方を対象
に「フォローアップ会」設立を提起。9月8日と
3月16日に会合を予定。
・共同求人への参加企業呼びかけ（時枝共同求人
委員長）
共同求人活動への参加よびかけ
・企業連携推進委員会（伊藤企業連携推進委員長）
FAST第8回設立記念講演会開催の案内と当日
の外部参加予定者の報告。
・景況分析室：第81回景況調査（中村景況分析会
議室長）
第81回景況調査（2012年4月～6月期）への
回答協力を要請。
・同友すばる：事業承継塾（白石同友すばる特別
委員会委員長）
事業承継塾（全4回）の第1講（講師：竹田陽一
氏）開催と参加状況の報告、今後の予定を案内。
・役員研修室「第18期役員研修大学」の開催（渡
木役員研修室長代行）
第18期大学開催について、従来は1泊で実施
してきたが、多くの方に参加いただくために、
1日講座としたいと提案。9月8日（土）で開催
予定。

②委員会登録者の活用（田浦代表理事）
現在の登録状況を報告
登録者の活用のために、委員長会議の開催につ
いて提案。7月10日（火）13：00～14：50

3.創立50周年記念事業について
①第43回全研実行委員会報告と確認（樋口第43
回全研実行委員長）
資料に基き、開催要項を説明、参加数（他県700
名、福岡500名）、参加費2万円、分科会構成、記
念講演講師候補者など確認。最終的には中同協
と刷り合わせのうえ、中同協幹事会で決定され
る予定。

②中小企業憲章制定2周年記念事業「ふるさとが
えり＋パネルディスカッション」参加促進（中山
中小企業憲章推進本部長）
6月16日にむけて、最終的な参加促進を要請。

4.継続検討課題（中山代表理事）
①前回提起事項
・県、地区、支部の役割と機能
・予算の考え方の確認
・支部独自活動の整理（課題）
上記3点を確認。

②今回新たに提起する事項
・支部繰越金用途募集
資料に基き、改めて用途募集を行うことを提案、
締切を8月末とすることを確認。
・支部独自活動の整理（実態）
この資料をもとに今後検討していくことを確認。
・会費の使われ方資料確認
2012年度予算にもとづき作成した資料の確認。

5.その他当面する課題
①中同協関係行事への参加（中村代表理事）
・第44回定時総会（岐阜：参加目標要請40名）
・6月5日号中小企業家しんぶん「第44回中同協
定時総会議案書」の活用と政策提言
岐阜の総会では第43回全研（福岡）のアピール
をするので、参加してほしい、と要請。
中同協総会議案書はぜひ各自で読んでほしい、

内容は今後の企業経営を進めるうえで多くの
指針を示してくれるものだ。次月の理事会で
報告いただく時間をとりたい。

②改定e.doyu説明会への全支部からの参加（中村
代表理事）
開発の遅れで、延期になったと報告。日程未定。
③希望者全員65歳雇用確保達成事業について（北
原理事＜事業推進委員長＞）
福岡労働局より受託した事業について、県内4
地区で10回開催するセミナーへの参加呼びか
けの協力要請。
本事業に協力いただける専門家（社会保険労務
士）会員を名簿で紹介

■ 報告事項（2）
1.地区関係
●筑豊地区憲章シンポジウム開催案内（鶴田筑豊
地区会長）
7月25日に開催する、「中小企業憲章シンポジウ
ム」の参加促進の要請。
2.事務局関係報告（事務局長）
　宮崎同友会へ移籍予定だった、井上拓郎事務局
員が病気のため5月31日をもって退職したと報告。
6月1日付けで、大庭、坂田両名を主任に任命した
と報告。
3.会員企業のうごき他（事務局長）
①経営革新計画承認企業・表彰等
5月の承認企業16社だったが、会員企業はゼロ
と報告。
福岡県中小企業団体中央会より、「がんばろう中
小企業プロジェクト」において感謝状をおくら
れた。
②新聞・テレビ等報道等
　当日配布資料参照。
4.対外的対応（事務局長）
①小さな企業未来会議報告
②女性活躍フォーラム報告
③福岡県商工部新産業技術振興課「福岡県異業種
交流協議会『ミャンマー調査団』報告セミナー」
案内
④福岡県中小企業振興センター「小規模企業者等
設備導入資金制度」案内
5.その他

■ 審議事項
1.規定関係審議（長井総務財政室長）
　「会員資格および会費等に関する規定」の第3条
（1）の①について承認。
　『事業とは、営利法人（株式会社・有限会社・合名
会社・合資会社・合同会社）および公益法人（学校
法人・医療法人・社会福祉法人・特定非営利活動法
人・公益社団法人・公益財団法人）、一般社団法人、
一般財団法人、協同組合、個人事業等を営むことを
さします。
　ただし、特定非営利活動法人（NPO法人）、一般
社団法人、一般財団法人の入会については、多様性
があることから、その事業内容を精査し、その都度
理事会にて決定します。』
　「組織運営規定」の第4章（理事会の任務・運営）
第14条（構成）について承認。
　『理事会の構成は以下のものとします。①～⑫』
　※⑨支部長を追加
　「理事会運営細則」4条の2）の承認。
　『理事（支部長及び委員長）が理事会に欠席の場
合は、年度当初に登録した1名の者が代理出席者
として理事会に出席することができる。代理出席
登録者は議決権を有する。』
2.除籍・退籍審議
　3名の除籍を承認。

□ 議長のまとめ（林田議長）
　審議、決定事項を確認。

□ 閉会あいさつ（中山代表理事）
　今年度の会員到達目標2300名が確認されまし
た。新たな目標にむけて、会勢転換への思いを一
つにして会員増強につなげていきましょう。引き
続き理事交流会を開催します。ぜひ時間がある方
は残っていただき交流しましょう。

15    DOYU
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福岡県中小企業家同友会  広報情報室  「月刊 同友」編集部
〒812-0046　福岡市博多区吉塚本町9番15号
福岡県中小企業振興センタービル11F
TEL：092-686-1234　FAX：092-686-1230

http:// www.fukuoka.doyu.jp/
環境を守るため再生紙を使用しています。

福岡同友会 検索

代表取締役
獣医師 畠 中  五 恵 子

SAEKO    HATANAKA

〒 820-1113　福岡県飯塚市佐与 1709-2
TEL 09496-2-1246    FAX 09496-2-7363

E-mail  tamagon@rannoshou.com

エクステリアの専門工事店

見積無料

●門と塀・外構工事
●各種ブロック・フェンス工事
●カーポート・テラス・物置
●車庫改造・植木処理
●排水・造成・土木工事

ガーデニングの事から土木工事まで

（有）山下ブロック工事
お気軽にお電話下さい ☎0948-28-1653
飯塚市菰田 3丁目 16-50　　FAX 0948-24-5666

無料

実施！

企業向け
「運転適性診断テスト」

TEL 0948-22-7081
有限会社 コンサルティングオフィス

●お申込みは、お電話で

損害保険・生命保険取扱代理店

担当：重松　和孝

お客様の繁栄をプロデュースする会社■土木建築工事一式
■道路維持サービス工事

株式会社

http://www.kuboicom.co.jp

〒 820-0001　飯塚市鯰田 2425-145
TEL 0948-23-0890 FAX 0948-23-0479

久保井　伸治代表取締役

（須尭 廉君／３才）

液 化 ガ ス
〒 820-0001　福岡県飯塚市鯰田 2317 番地

株式会社

42）8490（ LET ‒4646   
32）8490（ XAF ‒0765

フリーダイヤル　0120‒040‒646

須 尭 　正彦代表取締役

環境に優しい L Pガス

只今成長中 ! !

認証･登録番号 0007657 

本社/〒820-0016　福岡県飯塚市菰田東 1-8-14
TEL 0948-24-5199
FAX 0948-21-0338

廣岡　正儀代表取締役

明日の電気の省エネを考える

株式
会社

ヱビス味噌醸造元　蛭子屋合名会社

「健康と笑顔を食卓に」
常に『今』を考えた味噌のある生活の提案
蛭子屋が提案するのは、特別でも最上級でもない。
毎日使えて、毎日が楽しくなる、そんな味噌です。
それが、「みそやのキッチン」です。

〒820-1114
福岡県飯塚市口原746
TEL:09496-2-1134  FAX:09496-2-1135
URL:www.sutaminamiso.com
e-mail:ebisuya@sutaminamiso.com

代表社員

安藤 茂友

㈲マシンサービス社 原田 正浩

福岡県で一番安いマージャン店です
フリー（0.3  0.5）は1ゲーム200円から
セットは600円から 

http://laputa-f.comhttp://laputa-f.com 
ラピュタファームラピュタファーム 


